
コード 44130

講時 単位数 2

履修に
当たっての
注意・助言

講義計画

　第１回　授業の進め方について
　第２回　初級日本語教科書を教えるための文法知識（１）
　第３回　初級日本語教科書を教えるための文法知識（２）
　第４回　初級日本語教科書を教えるための文法知識（３）
　第５回　初級日本語教科書を教えるための文法知識（４）
　第６回　教案の書き方（１）　
　第７回　教案の書き方（２）
　第８回　教案の作成・発表・検討（１）
　第９回　教案の作成・発表・検討（２）
　第10回　教案の作成・発表・検討（３）
　第11回　教案の作成・発表・検討（４）
　第12回　教案の作成・発表・検討（５）
　第13回　教案の作成・発表・検討（６）
　第14回　教案の作成・発表・検討（７）
　第15回　まとめ

テキスト 特に指定しない。授業時にプリントを配布する。

参考書 『みんなの日本語』（スリーエーネットワーク）

目的と概要
日本語の初級学習者を対象とした教科書をもとに、教案を作成し、模擬授業を行う。また、発表の評価を行う過
程で、授業を分析する力を身に付ける。

成績評価法 授業時の発言などの平常点、小課題への対応、発表により評価する。

開期 後期 木曜日4限

授業テーマ 実際に授業を設計する力をつける。

科目名 日本語教育法B

担当教員 樋口　裕子
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